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広大保健学ジャーナル，Vol. 4 �, 2005
福祉の人材の需要は増大傾向にあることから看護系の大
学の設置は今後ともに続く傾向にある．このように大学
も変革の時を迎えている時期，看護系の各大学はどのよ
うに対応すれば良いのかを課題とした取り組みが必要と
なろう．
看護系大学は小規模大学が多い．このことが大学改革
の流れの中でメリットになるかデメリットになるかは各
大学の努力に負うところが大きい．しかし，看護系大学
の連携や優秀な人材育成を目標にした大学，大学院教育
の充実，専門看護師教育への参画，研究の活性化等が発
展への鍵になるであろう．
看護研究は年々量，質ともに充実してきている．前述
したように，看護の学術会議登録学会数は 18学会にな
り，学術会議に関連する活動を行うための看護系学会協
議会には 28もの学会が参画するほど，学会数が増加し
てきている．そのことは，看護研究の専門分化及び看護
の研究者数の増加，を意味している．各学会誌に報告さ
れる研究のテーマ，方法論も多様になり，EBN
（Evidence Based Nursing）に関連した研究や多様な看
護現象に埋没している原理や課題を明確にする質的研究
の多様性と増加が近年の特徴となっている．その結果，
看護実践に活用される研究が増加し，看護の新しい発展
を刺激する研究への取り組みの漸増の兆しが見え始め
た．また，文部科学研究補助金をはじめとする外部資金
の獲得件数も増大し，その大学ランキングの上位に看護
系大学が含まれるようになってきた．
研究の動向で特筆すべきは，世界的な研究教育拠点の
形成を重点的に支援し，大型予算配分のある21世紀
COE プログラムに３つの看護に関する研究が採択され
たという実績は，看護においても大規模で，国際的な競
争力のある研究者の育成を盛り込んだ研究が可能になっ
たことと，他の学問分野と肩を並べる研究能力を有して
いることを示していると言えよう．
社会の変革期に，看護系大学が急増している状況のな
かで，今後看護の発展をもたらすためには，まず，社会
の期待に応える高度な専門性を備えた質の高い看護の人
５．看護系大学の今後の課題
４．看護研究の動向
・看護学教育の質の維持向上
・実践能力の育成
・看護倫理教育の浸透
・看護学の社会貢献への努力
・学際的研究の拡大
・国際交流の発展
・教育、研究における国際交流への努力
・キャリアデブロップメントの支援
・継続教育の支援、大学院教育の質の向上
・専門看護師の育成
・産官学連携研究の推進
表５．看護系大学の課題
